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研究成果の概要（和文）： 

発達障害児のリジリエンシー（心の回復力）の形成に寄与する要因がどのようなものである

かについて研究を行った．研究は，幼児期から青年期までの発達障害児・親・教師などを対象

にした面接，観察，質問紙調査による多面的な研究であった．そこで明らかになったのは，発

達障害児のリジリエンシー形成には初期の多くの環境要因や親自身のリジリエンシーが重要で

あることだけでなく，青年期以降の時期では発達障害者自身によるリジリエンシーの自己形成

が重要な意味を持つことであった． 

 
研究成果の概要（英文）：  We investigated contributing factors to the development of 

resiliency of children with developmental disorders. Our multiphasic investigation 

comprised of studies by interview, observation, and questionnaires survey with children 

with developmental disorders from infancy to adolescence, their parents and teachers. The 

results indicated not only the importance of early environmental factors and the resilient 

characteristics of parents, but also the importance of self-development of resiliency by 

adolescents with developmental disorders in later years.  
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１．研究開始当初の背景 

  リジリエンシーは，たとえば虐待など，発
達上問題が起こってもなんら不思議ではな
いような強い持続的なストレスがあっても，
それでもなお，子どもたちが柔軟に比較的健
康な精神発達をする過程（リジリエンス）の
背後にあると考えられる内的な「心の回復

力」を意味する概念である． 

 発達障害のある子どもたちも，発達の過程
では環境側の要求が障害のもつ特徴と適合
しないことが多く，新しい環境への適応や，
変化をつねに要求する教育という事態が不
可避的に強い持続的なストレスを生じ，さま
ざまなかたちの二次障害を生む．しかし，い
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ったんストレスのマイナスの影響がみられ
たとしても，二次障害を持続的に起こすこと
がなく比較的精神的に健康な発達を示すケ
ースもある．われわれは，発達障害児につい
てもリジリエンシーという考え方が適用で
きると考え，その形成要因を明らかにする必
要があると考えた． 

 しかし，障害は健康という概念と両立しな
いと考えられたためか，発達障害児自身につ
いてのリジリエンシー研究は，国内外ともに
みられなかった． 

 

２．研究の目的 

 発達障害児にリジリエンスをもたらすも
のは，環境側の保護的・支援的な要因のほか
に，それらの積み重ねによって形成された心
の回復力（リジリエンシー）といえる本人の
内的な特性も関与すると考えられる．そこで，
発達障害児で，二次障害をほとんど示さない
で比較的精神的に健康に成長したケースを
分析し，従来リジリエンシーのある者の特徴
としてあげられてきた特徴をそれらの障害
児がどの程度持てるようになるのか，リジリ
エンシーを形成させた要因はどのようなも
のであったかを明らかにすることが，本研究
の最終的な目的であった． 

 

３．研究の方法 

 本研究は，全体としては，発達障害児でリ
ジリエンシーを持った子どもたちがどのく
れいの割合でありうるのか，そうしたリジリ
エンシーを持つことができた発達障害児の
特徴（個人的特性・親や教師の対応の特徴・
環境要因の特徴）がどのようなものであった
か，発達障害児のリジリエンシー形成のため
にどのような方策が可能かを検討する試み
である． 

リジリエンシーの形成過程をみていくた
めには，発達初期から大学生程度までの広い
年齢範囲の変化を対象にする必要がある．そ
こで，次のような多面的な対象と方法による
研究を行った． 
  

（1）＜出生から青年期までの形成要因：面
接調査＞ 

病院の発達障害ケースから，すでに青年期
に入った１０歳以上の子どもと家族につい
て，出生時からの多くの要因を明らかにする
半構造化面接による調査を行った．発達の過
程で二次障害をほとんど示さないで比較的
安定した経過をたどったケースと，そうでは
なかったケースの要因比較研究である．対象
ケースは，PDD12 家族，ADHD12 家族． 
（2）＜小学校での担任の対応：観察研究＞ 
小学校での教師の対応が，発達障害児にいか
にして不必要なストレスを与えない適切な
対応になるか，より積極的な意味を持つ対応

になるかを研究した．そのため，通常学級に
在籍する発達障害児と同級生の児童たちに，
“うまい対応”をしている担任教師の授業に
ついて，観察による分析とビデオ分析を行っ
た． 
（3）＜母親自身のリジリエンシー：面接調
査＞ 

障害児のリジリエンシーには，親自身のリ
ジリエンシーもプラスに働くと考えられる．
子どもにストレスを与えない養育態度を持
ち続けた一人の母親のケースを，あらためて
面接を行うことで，子どもの発達初期から就
労までの長期間にわたる母親の対応と彼女
のリジリエンシー特性の分析を行った． 
（4）＜発達障害大学生に対する学修支援に
関する考え方の立場による差：質問紙調査＞ 
 アスペルガー障害の学生に対して，集団セ
ミナーの免除など，どのような学修支援まで
が許容されるかに関して，大学の教職員，相
談にあたるカウンセラー，学生の間の考え方
がどれだけ一致しているか調査を行った． 
（5）＜発達障害大学生のリジリエンシーの
自己形成：面接調査＞ 
 発達障害，とくにアスペルガー障害の大学
生が，大学内で適応していくためのストラテ
ジーを，経験を通じて身につけるかたちでリ
ジリエンシーを形成していったケースにつ
いて面接による検討を行った． 
 
４．研究成果 
 発達初期から大学生まで，広いスパンの発
達を扱った研究から，次のようなことが全体
として明らかにされた：発達障害児のリジリ
エンシーの形成は，早い時期には相対的に障
害特性に適合した親や環境側の対応という
要因が大きく働くが，大学生レベルの成人期
に近づくにしたがって，環境からの支援から
学習してきた自己の特性を考慮したストラ
テジーを身につけていくかたちをとる． 
 さらに，発達障害児本人のリジリエンシー
だけでなく，親など環境側のリジリエンシー
も発達障害児の健康な発達にとって重要で
あることも示唆された． 
 個別的な研究の結果は以下の通りである． 
 
（1）＜出生から青年期までのリジリエンシ
ー形成要因：面接調査＞ 

 この研究からは、初期に早く診断がされて

いること、親の前向きの障害受容、診断後の

家族の積極的な育児姿勢、学校や周囲への障

害の実態のオープンさ、無理のない価値観と

将来観、周囲の理解者と協力者、などがリジ

リエンスを促進する要因であることが示さ

れた。 

 

（2）＜小学校での担任の対応：観察研究＞ 

この研究からは，学級内での教師の「さり



 

 

げない支援」が他の児童の間接支援を誘発す

る要因であること，当該の障害児童だけでな

く他の児童に対しても共通する働きかけ（包

括的支援）をすることが，結果的に当該児童

にも効果的な支援になることが明らかにさ

れた． 

 

（3）＜母親自身のリジリエンシー：面接調
査＞ 
 発達障害児に過剰なストレスを与えない
適切な対応を生育初期から就労までの長い
間とりつづけることができた一人の母親の
ケース分析を行った．結果からは，その母親
は高いリジリエンシーを有しており，その特
徴は，従来リジリエンシーを持つ者の特性と
されてきた特徴とほとんど共通のものであ
ることが明らかになった． 
 
（4）＜発達障害大学生に対する学修支援に
関する考え方の立場による差：質問紙調査＞ 
 発達障害の大学生が大学の中で適応し，リ
ジリエンスを達成するために，教員，職員，
カウンセラー，周囲の学生たちが，彼らへの
支援についてどの程度までが許容されると
考えているかについて大規模な調査を行っ
た．その結果，発達障害学生の学業支援で何
が許容されるべきかについて，最大の権限を
持っている教員とカウンセラーとの間に大
きな乖離があることが明らかになった．ここ
からは，発達障害児たちが，大学レベルまで
は到達できても，その後のリジリエンスを達
成するには，大学という教育機関のすべての
構成員の一致した理解と柔軟な対応が必要
になることが示唆された． 

 

（5）＜発達障害大学生のリジリエンシーの
自己形成：面接調査＞ 
 リジリエンスを示した発達障害の学生は，
他の学生からのサポートを引き出すだけで
なく，自分も他者のサポートを行うという双
方向的なサポートのストラテジーを，自分の
可能なやり方によってとれるようになって
いることが明らかになった．これには，大学
生になるまでの，また大学内でのサポートを
受けた経験が促進的に働いていると考えら
れた．この段階では，リジリエンシーを，発
達障害学生が自らつくりだすようになって
いるともいえた． 
 
（6）＜研究全体から＞ 
 今回の研究結果から，また国内外のリジリ
エンシー研究を展望した結果，リジリエンシ
ーの形成が達成される割合は，必ずしも高く
ないと考えられる．しかしそれでもなお，世
界的にリジリエンシー研究が最重要な研究
と実践のテーマになっており，社会が心の回
復力という考え方を支持し，そのための支援

に向かっていることは，社会そのものがリジ
リエンシーを持っていることを示唆してい
ると考えられる． 

なお，これらの研究成果については，国内
外への論文などによる公表を行ってきたほ
か，発達障害児の教育関係者，保育士，保護
者，医療者などを対象とした公開シンポジウ
ムを下記のようなかたちで２度にわたり開
催，公表することで社会的周知をはかった． 
 ①2009 年 2 月 7 日「公開シンポジウム in 
FUKUSHIMA 2009 発達障害のある子どもの心
の回復力（リジリエンシー）を考える」（開
催場所：福島県福島市・コラッセふくしま） 
 ②2011年 2月 13 日「公開シンポジウム in 
OYAMA 2011 発達障害のある子どもの心の回
復力（リジリエンシー）を考える」（開催場
所：栃木県小山市・白鷗大学東キャンパス） 
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